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1. チーム成績の概況



41勝19敗・西地区2位・B2全体3位
クラブ史上初のプレーオフ進出



5/27＠横浜アリーナにてB1富山グラウジーズとの入替戦
3点差でB1に届かず



主力残留＋新戦力獲得
B2優勝・B1昇格を“必達目標”に

B2で唯一日本代表候補に選出された#1中西、
2年連続アシスト王の#2古野ら主力が残留

B2で2年連続得点王の#23タプスコットら
4選手を新たに獲得



プレシーズンゲームでB1福岡撃破、アーリーカップ優勝
開幕スタートダッシュに向けて順調な仕上がり



2. 経営成績の概況



少しずつではあるもののクラブ経営基盤も安定しつつある

売上高3億402万円(前期比37%増、8,219万円増収)
営業利益44万円・経常利益83万円・当期純利益51万円

2期連続黒字化達成

単位：千円



第1期～第6期 売上高・営業利益推移

単位：千円



3. セグメント別売上高の概況



主要セグメントは堅調に推移
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4,922万円増収 1,411万円増収 344万円増収

1億4,824万円 8,623万円 1,931万円



CRMシステムの導入、来場者データ分析など
「経営の見える化」を推進

今期から物販においても
POSシステムを導入予定



4. ホームゲーム来場者数の概況



前期を上回る64,712人(1試合平均2,157人)
終盤7節は1試合平均3,434人、全クラブTOP5



5. 今期の展望と戦略



チーム
B2優勝・B1昇格を必達目標に

フロント
売上高3億6,782万円(当期＋20.1%)
ホームゲーム来場者数73,500名(当期＋8,788名)
3期連続黒字化を必達目標に

• 「経営の見える化」の更なる推進
• 新たな事業の柱(スクール事業ほか)に本格着手



チームと共に
フロントも順調な滑り出し

※2018年8月末時点

パートナー事業収入
• 1億9,000万円の計画値に対して約80%の進捗率

入場料収入
• シーズンチケット購入者が当期の約1.5倍(当期103名
→今期150名超)に

• プレシーズンゲーム来場者が当期プレの約2倍(当期
1,050名→今期2,329名)に



6. クラブ経営体制




